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Sigala と Logothetis による研究では、サルの下側頭葉(Inferior Temporal Cortex: IT)のニューロ
ンの応答を調べ、IT ニューロンが分類タスクを行うのに必要な図形に対して選択的に応答するこ
とを明らかにした。また、Freedman らによる研究では、前頭前野(Prefrontal Cortex: PFC)のニ
ューロンが判別タスクにおいて大きく寄与していることがわかった。  
 本研究では、タスクに依存した視覚カテゴリー化のメカニズムを解明するために、IT，PFC や
後頭頂葉(posterior parietal: PP)などの他の領野を含む視覚モデルを提案し、Sigala と Logothetis
の実験を取り上げその有用性を示した。 
 本モデルでは、 IT の機能は形状の類似性に従って形状の特徴を分析することであり、PP の機
能は注意を向ける位置情報をコードすることである。また、 PFC の機能は IT の形状情報と PP
の位置情報を統合し、カテゴリー化タスクに必要な物体特徴に関する一時記憶を保持することで
ある。これらの機能に基づいて、IT-PFC-PP 間の結合は、タスクに対する行動に依存して機能的
結合を形成する。その結果、 PFC から IT へのフィードバック信号により、タスクに必要な物体
特徴に対して IT ニューロンの発火率の上昇を矛盾無く説明することができた。 
 
